
　子どもたちは、型紙を切り取ったり、飾
りを貼り付けたりして「とびだすしかけの
ひなかざり」を制作。完成したひな飾りを
開くと、中から色とりどりのひな人形が飛
び出しました。　（２月28日／海上公民館）

飛び出せひな飾り
「ひなかざり」工作教室

あさひ
広 報あさひ

「心をひとつに」共に進もう　復興あさひ
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投票日･･･････････････････････････････ 3
「千葉県動物の愛護及び管理に関する条例」
が施行････････････････････････････････ 4

2015
No.234

今年は
合併10周年



袋 公 園

問
い
合
わ
せ
先

旭
市
観
光
協
会

☎
62
︲
７
５
３
７

市
商
工
観
光
課
観
光
班

☎
62
︲
５
３
３
８

●
演
芸
・
第
一
部（
午
前
９
時
30
分
〜
）

●
野
だ
て（
午
前
９
時
30
分
〜
）

●
ま
る
ご
と
旭
わ
く
わ
く
市
場（
午

前
９
時
30
分
〜
）

●
ミ
ス
七
夕
撮
影
会（
午
前
10
時
〜

さ
く
ら
橋
南
た
も
と
付
近
）

●
こ
ど
も
ゲ
ー
ム
大
会（
午
前
10
時

30
分
〜
）

●
椎
名
佐
千
子
歌
謡
シ
ョ
ー（
午
後

０
時
15
分
〜
）

●
演
芸
・
第
二
部（
午
後
１
時
〜
）

ち
ょ
う
ち
ん
の
点
灯
、

こ
い
の
ぼ
り
の
掲
揚
期
間

　
西
た
め
池
外
周
は
夕
刻
に
な
る
と
、

明
か
り
が
と
も
り
幻
想
的
な
世
界
に
。

ま
た
約
80
匹
の
こ
い
の
ぼ
り
が
、
桜

を
見
下
ろ
し
な
が
ら
泳
ぎ
ま
す
。

〈
ち
ょ
う
ち
ん
の
点
灯
〉

期
間
／
３
月
下
旬
〜
４
月
12
日
（日）

時
間
／
午
後
５
時
〜
10
時

〈
こ
い
の
ぼ
り
の
掲
揚
〉

期
間
／
４
月
１
日
（水）
〜
５
月
６
日

（
水
・
振
休
）

※
天
候
や
開
花
状
況
で
、
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

  

自
慢
の
作
品
を
ぜ
ひ

袋
公
園
春
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

題
材
／
袋
公
園
の
風
景
・
情
景
・
ス

ナ
ッ
プ
な
ど

作
品
／
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト（
四
切
、

ワ
イ
ド
四
切
）

※
複
数
枚
可

賞
／
市
長
賞
、
議
長
賞
、
教
育
長
賞
、

観
光
協
会
長
賞
、
入
選
、
佳
作

※
一
人
一
賞

応
募
方
法
／
旭
市
観
光
協
会
、
市
商

工
観
光
課
に
あ
る
応
募
票
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
／
５
月
13
日
（水）

袋
公
園
春
の
詩
歌
大
会

題
材
／
袋
公
園
、
桜
、
水
辺
、
春

作
品
／
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

賞
／
市
長
賞
、
議
長
賞
、
観
光
協
会

長
賞
、
佳
作

応
募
方
法
／
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
４
日
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
も
受

け
付
け
し
ま
す
。

締
め
切
り
／
４
月
20
日
（月）

〈
共
通
事
項
〉

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
／
旭
市
観
光

協
会（
〒
２
８
９
︲
２
５
１
６　

旭

市
ロ
の
７
９
５
︲
６　
☎
・
d 
62
︲

７
５
３
７
）

旭駅

国道126号

イベント当日（４日）は
一般車両進入禁止

袋東公園

至匝瑳

至香取
東総広域農道

至匝瑳

至銚子

至銚子

池の端保育所

イベント当日（４日）のみ

東ため池

西ため池

さくら橋

ドラッグ
ストア

コンビニエンスストア
袋公園

イベント会場

旭
小
見
川
線

P

P

P

P

P

P

N

袋公園の桜の開花情報
　市ホームページで開花状況を見るこ
とができます。また携帯電話などで、
左記を読み取ることでも確認できます。

桜
ま
つ
り

旭市観光大使も務める
椎名佐千子さん登場

演
芸
＆
こ
ど
も
ゲ
ー
ム
大
会

を
４
月
４
日

（土）
に
開
催

　

歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
、
無
料
で
で
き
る
輪
投
げ
や

的
当
て
の
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
、
催
し

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
模
擬
店
や
物
産

販
売
な
ど
が
行
わ
れ
る
、
ま
る
ご
と

旭
わ
く
わ
く
市
場
も
開
か
れ
ま
す
。

時
間
／
午
前
９
時
〜

※
荒
天
時
、
５
日
（日）
に
順
延
し
ま
す
。

場
所
／
袋
公
園
イ
ベ
ン
ト
会
場

〈
内
容
〉

●
お
囃は

や
し子（
午
前
９
時
〜
）

４
月
１
日
（水）
か
ら
12
日
（日）
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投
票
で
き
る
人
は

　
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
人
で
す
。

①
平
成
７
年
４
月
13
日
以
前
に
生
ま

れ
日
本
国
籍
を
有
し
、
旭
市
に

ず
っ
と
住
ん
で
い
る
。

②
平
成
７
年
４
月
13
日
以
前
に
生
ま

れ
日
本
国
籍
を
有
し
、
今
年
の
１

月
２
日
ま
で
に
旭
市
に
転
入
の
届

け
出
を
し
て
、
引
き
続
き
３
か
月

以
上
住
ん
で
い
る
。

※
平
成
26
年
12
月
４
日
以
降
に
県
内

の
ほ
か
の
市
町
村
に
転
出
し（
１

回
に
限
る
）、
転
出
先
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

旭
市
で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
期
日

前
投
票
を

　
冠
婚
葬
祭
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
の
理
由
で
、
投
票
日
当
日
に
投
票

が
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。

期
間
／
４
月
４
日
（土）
〜
11
日
（土）

時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所
／
市
役
所
本
庁
、
各
支
所

※
各
支
所
は
６
日
（月）
か
ら
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
な
ど

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る（
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手

帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
、
一
定
の
障

害
が
あ
る
）、
あ
る
い
は
介
護
保
険

の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分

が
「
要
介
護
５
」
の
人
は
、
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
遠
隔
地
に
滞
在
し

て
い
て
投
票
で
き
な
い
と
き
、
滞
在

先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
を
行

う
不
在
者
投
票
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
し
た
い
人

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
み
な
さ
ん
の
政
治
に
対
す
る
考
え
を
、
県
政
に
反
映
さ
せ
る
大

切
な
選
挙
で
す
。
あ
な
た
の
一
票
、
棄
権
せ
ず
に
自
分
の
判
断
で

投
票
し
ま
し
ょ
う
。
選
挙
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
投
票
】

　
日
時
／
４
月
12
日
（日）　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

　
場
所
／
指
定
さ
れ
た
市
内
の
各
投
票
所

【
開
票
】

　
日
時
／
４
月
12
日
（日）　
午
後
９
時
10
分
〜

　
場
所
／
旭
市
総
合
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先

旭
市
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課

庶
務
行
政
班
内
）☎

62
︲
５
３
１
０

防
災
意
識
を
高
め
る

　
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
「
自
助
」

の
考
え
の
下
、
的
確
な
行
動
を
取
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
地
域

の
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
町
は
自

分
た
ち
で
守
る
と
い
う
「
共
助
」
の

意
識
を
共
有
し
、
協
力
し
て
助
け
合

い
ま
し
ょ
う
。
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
、
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
の
確

認
　
各
戸
に
配
布
し
て
い
る
戸
別
受
信

機
に
は
、
停
電
対
応
用
に
単
１
電
池

を
セ
ッ
ト
し
て
あ
り
ま
す
。
電
池
の

容
量
が
な
く
な
っ
た
合
図（
放
送
終

了
後
の
音
声
案
内
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
の

左
に
あ
る
電
源
ラ
ン
プ
の
赤
色
と
緑

色
の
点
滅
）が
あ
っ
た
ら
、
ア
ル
カ

リ
の
単
１
電
池
に
交
換
し
、
右
側
面

に
あ
る
電
源
を
一
度
切
っ
て
か
ら
、

再
度
入
れ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
電
池
容
量
と
は
関
係
な
く
、
受
信

状
況
が
悪
く
、
聞
こ
え
に
く
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
を
最
大
に

伸
ば
す
か
設
置
場
所
を
変
え
、
電
源

を
入
れ
直
し
て
受
信
状
況
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
聞
こ
え
な

い
場
合
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
対
策

　
建
物
が
無
事
で
も
家
具
の
転
倒
な

ど
で
、
命
を
落
と
し
た
り
、
け
が
を

し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
逃
げ
道
を
ふ
さ
が
れ
て
、
避
難
が

遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
転
倒
防

止
器
具
で
固
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

帰
宅
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
と
公
共

交
通
機
関
が
停
止
し
、
学
校
や
職
場

な
ど
外
出
先
に
い
る
人
は
、
帰
宅
が

困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
災
害
が
発
生
し
た
ら
、
ま
ず
身
の

安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
安
全

な
場
所
に
と
ど
ま
り
、
落
ち
着
い
て

交
通
や
被
害
の
情
報
な
ど
を
確
認
し
、

適
切
な
行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
地
震
な
ど
の
災
害
の
発
生
を
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
一
人
一
人
が

意
識
を
高
め
、
日
ご
ろ
か
ら
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
域
安
全
班

☎
62
︲
５
３
１
１

選挙に
「Go!」

さ
ぁ
行
く
ぞ　
明
日
に
つ
な
が
る　
こ
の
一
票

４
月
12
日
（日）
は
、
千
葉
県

議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日

も
し
も
の
と
き
に

災
害
に
対
す
る
備
え

旭市イメージアップキャラクター
「あさピー」
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担割合が高くなる傾向があります。公立保育所全体で児
童１人当たりに投入される税金を算出すると、おおむね
年間60万円となります。
　今後、今まで以上に効率的な運営に努めるとともに、
児童の育成に好ましい環境整備や保護者が安心して預け
ることのできる施設として、保育所の在り方を検討して
いく必要があります。

　市内には、13の公立保育所（干潟保育所は民間運営）
が設置されています。このうち、いいおか保育所は飯岡
地域の3つの保育所を統廃合し、昨年4月から新たに運
営を開始した施設です。
　公立保育所の入所児童数の推移を見ると、平成17年
の1,311人から26年の1,168人（各年10月1日現在）へ
と、少子化の影響により年々減少傾向にあります。また
施設ごとの入所児童数と定員に対する入所率を比較する
と、入所児童数が最も多いのは中央第一保育所の153人、
最も少ないのは海上保育所の45人、入所率の最も高い
のは干潟保育所といいおか保育所の116％、最も低いの
は日の出保育所の64％となっています。
　保育所の運営は、保護者からの保育料と市の負担によ
り賄われていますが、小規模で入所率が低いほど市の負

みんなで考える
未来の公共施設

第８回

保育所の現状

行政改革推進課行政改革推進班(☎62-5345)

県
が
推
進
す
る
施
策

●
子
ど
も
へ
の
、
動
物
の
愛
護
と
正

し
い
取
り
扱
い
の
普
及
啓
発
に
関

す
る
援
助
。

●
所
有
者
を
明
示
す
る
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
の
装
着
に
関
す
る
普
及
啓

発
。

●
殺
処
分
が
な
く
な
る
こ
と
を
目
指

す
取
り
組
み（
引
き
取
り
・
捕
獲

数
の
減
少
、
返
還
・
譲
渡
の
促

進
）。

●
災
害
時
の
被
災
動
物
を
救
護
す
る

体
制
の
整
備
。

動
物
は
適
正
に
飼
い
ま
し
ょ
う

　
動
物
を
飼
お
う
と
す
る
人
や
飼
い

主
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
飼
い

ま
し
ょ
う
。

●
動
物
の
習
性
や
周
辺
の
生
活
環
境

へ
の
影
響
な
ど
を
考
慮
し
、
終
生

飼
え
る
か
の
判
断
を
慎
重
に
行
う
。

●
動
物
の
健
康
状
態
に
配
慮
し
、
飼

育
施
設
を
清
潔
に
保
つ
な
ど
、
周

辺
住
民
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う

に
す
る
。

●
災
害
時
に
備
え
て
、
一
緒
に
避
難

を
す
る
た
め
の
準
備
を
す
る
。

●
犬
は
ロ
ー
プ
な
ど
で
つ
な
ぐ
か
、

囲
い
の
中
で
飼
い
、
散
歩
の
際
の

ふ
ん
は
持
ち
帰
り
、
処
理
す
る
。

●
交
通
事
故
や
病
気
か
ら
守
る
た
め
、

猫
は
屋
内
で
飼
う
よ
う
努
め
る
。

●
動
物
が
人
に
危
害
を
加
え
な
い
よ

う
、
適
切
な
措
置
を
取
る
。

飼
い
主
な
ど
へ
の
規
制

　
次
の
規
制
に
違
反
す
る
と
、
罰
金

な
ど
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

●
犬
ま
た
は
猫
を
合
わ
せ
て
10
頭
以

上
飼
う
場
合
は
、
保
健
所
に
届
け

出
を
す
る
こ
と
。

●
特
定
動
物（
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ワ
ニ

ガ
メ
な
ど
）が
逃
げ
た
場
合
は
、

保
健
所
に
通
報
す
る
こ
と
。

●
特
定
動
物
が
人
に
危
害
を
加
え
た

場
合
は
、
保
健
所
に
届
け
出
る
こ

と
。

●
犬
が
人
を
か
ん
だ
と
き
は
、
保
健

所
に
届
け
出
し
、
か
ん
だ
犬
に
狂

犬
病
の
疑
い
が
な
い
か
、
獣
医
師

の
検
診
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
。

　
動
物
に
起
因
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
に
加
え
、
多
く
の
犬
や
猫
が
県
に
引

き
取
ら
れ
、
殺
処
分
さ
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
県
で
は
新
た
な
条
例
を
施
行
。

　
県
民
の
動
物
愛
護
の
精
神
を
醸
成
し
、
動
物
の
適
正
な
管
理
の
普
及
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
人
と
動
物
が
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
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せ
先

県
健
康
福
祉
部
衛
生
指
導
課

☎
０
４
３
︲
２
２
３
︲
２
６
４
２

海
匝
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
海
匝

保
健
所
）

☎
０
４
７
９
︲
22
︲
０
２
０
６

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
７
６
︲
93
︲
５
７
１
１

※平成26年10月1日現在

0
20
40
60
80
100
120
140
160

40
50
60
70
80
90
100
110
120

（児童数：人） （入所率：％）

入所児童数
平均入所児童数

入所率

動
物
と
共
に
生
き
る
社
会
の

実
現
を
図
る 「

千
葉
県
動
物
の
愛
護
及
び
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に
関
す
る
条
例
」
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今日からできる「自主学習（自学）」
　学校教育課では、家庭学習としての自学の取り組みを
重視しています。そこで「自学・取り組みのコツ」を３つ
紹介します。

３つの自学・取り組みのコツ
１　学習を毎日継続　褒め言葉は「さしすせそ」
　学校からの宿題が有る無しにかかわらず、毎日継続し
て取り組むことが大事です。そのためには、生活のリズ
ムを整え、時間を決めて取り組むことが大切です。また
保護者の「認めて褒める言葉掛け」で、子どものやる気を
引き出します。「さ（さすが）し（知らなかった）す（すごい
ね）せ（センスいいね）そ（そうなんだ）」の言葉掛けととも
に、子どもがどんな家庭学習を行っているのかを見てあ
げると、やる気がどんどんアップします。
２　学習のハードルを自由に調節
　自主的な学習ですから、学習内容は、基礎的・基本的
なものから探究的なものまで自由です。例えば、写真の
ように、その日の授業のノートを書き写すこともとても
有効です。小学生高学年や中学生になれば、授業で知り

３　学習を楽しむ仕掛け作り
　小学生低学年のうちは、ごほうびのシールやスタンプ、
保護者の「見ましたサイン」などがあると大変喜びます。
保護者が問題を書いてあげると、児童はますます意欲が
湧いてきます。

＊　＊　＊
　学校教育課では、これからも家庭と学校が協力し、子
どもの生活・学習環境を整えていくために少しでも役立
つよう、情報を提供していきます。そして、生活・学習
習慣を確立させることで、子どもたちの学力向上につな
げていきたいと考えています。

義務教育費用に困るときは相談を
　市内に住所を有する児童や生徒が、経済的な理由によ
り就学が困難な場合、保護者に学用品費・学校給食費な
どの一部が就学援助費として支給されます。
　支給対象は、生活保護を受けている人、生活保護を受
けてはいないもののそれに準ずる程度に生活が困窮して
いる家庭。世帯の収入・資産・預金などの状況、子ども
の生活状態を確認し、判定を行います。くわしい内容
は、在学する小中学校または学校教育課学務班（☎55-5 
724）に問い合わせてください。

得た時事問題について徹
底的に調べ学習をするこ
とも、知的好奇心を高め
ることになります。まず
はやってみることが大事
です。初めは取り組みや
すい内容を設定し、次第
に内容を少しずつ広げ、
深めていきます。

　母校の校長になりました。４年経とうとしています。
一中には５つの自慢があります。①元気な生徒277人②
広い敷地と緑多い環境③歴史・伝統のある校風（59年目）
④保護者・地域・先輩の強い協力体制⑤やる気ある職員
です。特に部活動が盛んで、多くの生徒が大会で優秀な
成績や実績を残しているのが本校の特色です。さらに生
徒のあいさつがよく、建学の精神「みんな仲よく面倒よ
く」が継がれ、協力や団結がモットーです。

　さて、義務教育の最終・最大の行事に「卒業式」があり
ます。ここ数年、式辞を３つの章を立てて述べています。
第１章想い出・各学級、第２章校訓・保護者の皆さまへ、
第３章贈る言葉です。第３章の最後は、次の拙い自作の
詩をはなむけとして式辞を結び、思いを伝えます。

　母校を巣立っていく生徒たちが夢に向かい努力を続
け、夢をかなえることを願います。「頭と心と体」を鍛え
る時は過ぎ去った昨日でも、まだ来ぬ明日でもない「今」
の積み重ねなのです。だから、人生「今が大切」……。

学びのひろば旭 vol.18
旭市教育委員会

庶務課（☎55-5721）
学校教育課（☎55-5724）
生涯学習課（☎55-5727）
体育振興課（☎64-1132）

自学ノート例

校長リレーエッセイ

卒業式式辞「今が大切」

鈴木 志
し

敏
とし

 
第一中学校長

8

「今が大切」
人は知らず知らず　大きく育っていく
人は人に支えられ　人を支えて生きていく
どんなに昨日を悔やんでも　時

とき

はすまし黙っているだけ
どんなに明日を思い悩んでも　時は笑いほほ笑んでいるだけ
だから今　今が大切　今は昨日のゴールのテープ
だから今　今が大切　今は明日のスタートライン
だから今　今が大切　だから今　今が大切……
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…申し込み　問…問い合わせ

旭の味覚の詰め合わせ
「旭フレッシュ宅配便」
発送予定日／３月26日（木）
内容／イチゴ、草餅、トマトなど
価格／レギュラーサイズ3,070円、ビッ
グサイズ5,150円　※税・送料（関東地
区まで）込み
締め切り／３月20日（金）

旭市農産物直売館（☎62-6048）

建築士と弁護士が対応します
建設工事請負契約のトラブル相談
日時／毎週火曜日　午後１時〜４時　
※要事前予約
場所／県庁中庁舎６階紛争相談室（千
葉市）
対象／工事の発注者、請負業者など
内容／建設工事請負契約に伴う相談　
※不動産取引、騒音、日照などを除く。

県県土整備部建設・不動産業課
（☎043-223-3108）

名作映画鑑賞会
「拳銃無宿」
日時／３月21日（土・祝）　午後１時
30分〜
場所／県立東部図書館３階研修室
定員／60人
費用／無料
県立東部図書館（☎62-7070）

国立歴史民俗博物館特集展示
「山の流行服」
期間／９月６日（日）まで
時間／午前９時30分〜午後５時
場所／国立歴史民俗博物館第４展示室
副室（佐倉市）
内容／山村の暮らしを伝える衣服や履
物の紹介
費用／一般420円、高校・大学生250
円　※中学生以下は無料。
国立歴史民俗博物館（☎043-486-0 

123）

働くことに悩みを抱えている若者へ
無料相談会を開催
日時／３月27日（金）　午後１時〜５
時　※要事前予約
場所／第二市民会館
対象／15歳以上40歳未満の自立に悩
む無職の人、またはその保護者

ちば北総地域若者サポートステー
ション（☎0476-37-6844）　※土・日
曜日、祝日を除く。

市税の休日・夜間納税窓口

〈日時〉
●休日納税窓口：３月22日（日）　午
前８時30分〜午後５時

●夜間納税窓口：３月25日（水）　午
後８時まで

〈場所〉
　税務課
税務課収税班（☎62-5322）

　深刻な消費者被害を防ぐには、一人一人が被害に遭わ
ないための知識を持つことが大事ですが、社会全体から
被害をなくしていく行動を取ることも必要です。

自分の身を守るために
●契約はその場で決めない、１人で決めない
　突然の勧誘を受けたとき、その場ですぐ決めないこと
です。「その商品は本当に必要か」「その業者でよいのか」
「契約内容は理解できたか」など、よく確認してください。
契約を急がせる業者は危険です。家族や公的機関に相談
しましょう。
●断る勇気を持つ
　いらないものを断るときに、理由を言う必要はありま
せん。誰でも人から悪く思われたくはないものですが、
不要な契約はきっぱり断ることが必要です。
●消費生活に関する知識を持つ
　市では、暮らしに役立つ知識を提供する講座を開催し
ています。相談員と職員が地域に出向いて、最新のトラ
ブル事例などを紹介します。これらを利用して「消費者
力」を身に付けましょう。

消費生活センターを利用する
●消費生活相談が社会を変える
　消費生活センターでは違法な勧誘や商法があったかな
ど、くわしい事情を聴いて解決策を検討します。被害の
回復だけでなく、寄せられた悪質業者の情報は国に報告
され、事業者の処分や法律の改正に生かされます。泣き
寝入りせずに相談することが、社会全体の被害の未然防
止に大きな役割を果たすことになるのです。
消費者同士のつながり、見守り活動に
●消費生活サポーター
　市の消費生活サポーターに登録すると、市から消費生
活情報などが届きます。情報は自分の知識としてだけで
なく、地域で伝えるなどの啓発活動に役立ててください。
情報を共有したり伝えたりすることは、被害に遭いやす
い高齢者などの見守りや、地域での被害を防ぐことにつ
ながります。
旭市消費生活センター（☎63-7272）・相談直通電話

（☎62-8019）

社会から消費者被害をなくそう

消費生活センター

ほっと通信 Vol.48
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くらしのインフォメーションi

お知らせ
Information

届いたら内容の確認を
国民健康保険の保険証を更新
　４月から使用する新しい国民健康保
険の保険証を、世帯主宛てに簡易書留
で発送しました。届いたら、内容に誤
りがないか確認してください。
　なお国民健康保険税に滞納がある人
は、納付相談後に保険年金課の窓口で
更新します。有効期限の切れた保険証
は、保険年金課または各支所に返却し
てください。
保険年金課国民健康保険班（☎62-5 

331）

水質検査で安心な水を届けます   

　市では、皆さんに水道水を安心して
飲んでもらうため、旭市水道水質検査
計画を作成し、定期的に水質検査を
行っています。
　検査計画や結果は、市ホームページ
で見ることができます。
水道課工務班（☎63-8882）

聞いてみよう！　業務内容や体験談
「パイロットのおはなし」
日時／３月22日（日）　午後１時〜
場所／航空科学博物館１階多目的ホー
ル
内容／パイロットから業務内容や体験
談が聞ける講演会
費用／入館料のみ
航空科学博物館（☎78-0557）

県立中央博物館大利根分館で写真展
「水郷のまつり−昭和を中心に−」
期間／４月１日（水）〜５月10日（日）
時間／午前９時〜午後４時30分
場所／県立中央博物館大利根分館（香
取市）
内容／昭和期の佐原や香取神宮などの
祭りを撮った写真展
費用／一般200円、高校・大学生100
円　※中学生以下、65歳以上は無料。
県立中央博物館大利根分館（☎047 

8-56-0101）

４月1日（水）から使用する福祉タ
クシー利用券の交付
対象／身体障害者手帳１・２級の人、
３級のうち視覚障害・下肢障害・体幹
機能障害の人、療育手帳Ⓐ・Ⓐの1・
Ⓐの2・Ａの１・Ａの２の人
必要な物／身体障害者手帳または療育
手帳
受付開始日／３月31日（火）
受付場所／社会福祉課障害福祉班
各支所でも申請できます
受付開始日／３月25日（水）
交付場所／申請手続きを行った支所
※各支所では、交付を４月１日以降に
行います。交付できる枚数には、1
か月当たりの上限があります。
社会福祉課障害福祉班（☎62-5351）

色鮮やかな花々を使って
「フラワーアレンジメント教室」
日時／３月29日（日）　午前10時〜正
午
場所／海上キャンプ場
定員／10人
費用／1,000円（材料費）
持ち物／花ばさみ、新聞紙、袋

海上キャンプ場（☎55-5250）

みんなで農業体験
「ジャガイモの植付け＆くん製づくり」
日時／４月11日（土）　午前９時30分
〜正午（受け付け：午前９時〜）
場所／県立東庄県民の森
定員／20人程度
費用／300円
持ち物／軍手、長靴、タオルなど

県立東庄県民の森管理事務所（☎
0478-87-0393）

マリンサイエンスギャラリー
「クラゲ展」
期間／５月６日（水・祝）まで
時間／午前９時〜午後４時30分
場所／県立中央博物館分館海の博物館
（勝浦市）
費用／一般200円、高校・大学生100
円　※中学生以下、65歳以上は無料。
県立中央博物館分館海の博物館（☎

0470-76-1133）

募集
Recruitment

採用試験が行われます
国家公務員
　くわしくは、人事院のホームページ
（http://www.jinji.go.jp/saiyo/sai 
yo.htm）で見ることができます。
総合職試験（院卒者試験、大卒程度試
験）
受付期間／４月１日（水）〜８日（水）
第１次試験日／５月24日（日）
一般職試験（大卒程度試験）
受付期間／４月９日（木）〜20日（月）
第１次試験日／６月14日（日）
一般職試験（高卒者試験）、一般職試験

（社会人試験（係員級））
受付期間／６月22日（月）〜７月１日
（水）
第１次試験日／９月６日（日）

〈共通事項〉
申し込み方法／インターネット申し込
み専用アドレス （http://www.jinji-
shiken.go.jp/juken.html）から申し込
んでください。
人事院関東事務局（☎048-740-20 

06）

申請期限が１年間延長されました
国の「被災者生活再建支援制度」
対象／住宅が全壊・大規模半壊と認
定された世帯、また半壊で、倒壊に
よる危険防止や、補修費が著しく高
額になるなどの理由により、やむを
得ず住宅を全部解体した世帯など
申請期限／平成28年４月10日（日）

申請期限を１年間延長しました
「旭市液状化等被害住宅再建支援事業」
対象／液状化などの住宅地盤被害に
より、半壊・一部損壊の被害を受け
た住宅の地盤を復旧した世帯、半壊
の被害を受けた住宅を補修した世帯
など
申請期限／平成28年３月31日（木）
企画政策課被災者支援室（☎62- 

5367）

東日本大震災被災者支援情報
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　チンゲン菜に多く含まれるカロテン。老化や動脈硬化など
の予防作用があるとされるカロテンは、油と一緒に食べるこ
とで効果的に取ることができます。チンゲン菜は歯応えが良
いので、加熱し過ぎずシャキシャキ感を楽しんでください。

VOL.62 チンゲン菜とアサリの中華風スープ

①�アサリは、海水程度の濃さの塩水に漬けて暗い場
所に２〜３時間置き、砂を吐かせておく。
②�チンゲン菜はさっとゆでて水に取り、水気を絞っ
て２cm程度に切る。
③鍋に①、水、酒を入れてふたをし、強火に掛ける。
④�アサリの殻が開いたら②を入れ、ショウガ、鶏が
らスープのもと、こしょうを加える。味を見て、
塩を加減しながら加える。
⑤ごま油を加えてさっと煮て、器に盛る。

作り方

【３月１日現在】		  前月比　
　人　口	 67,920人　	（▲62人）
　　男	 33,368人　	（▲12人）
　　女	 34,552人　	（▲50人）
　世帯数	 25,216世帯	（＋26世帯）

人のうごき

【２月の移動】
　転入　193人　　出生　35人
　転出　218人　　死亡　72人

火災
【２月】　　　　  平成27年の累計
　建物火災	 0件	 （3件）
　そのほかの火災	1件	 （5件）

交通事故
【２月】　　　  平成27年の累計
　事故件数	 177件	 （347件）
　死亡者数	 0人	 （1人）

データシート

おい
しく食べよう

簡単・ヘルシーレシピ

旭産
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を満たす用紙、誰にでも読みやすいUD（ユニバーサルデザイン）
フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

チンゲン菜･･･････････ １株
アサリ（殻付き）･････ 300ｇ
水･･･････････････ ４カップ
酒･･･････････････ 小さじ４
ショウガ（千切り）･････ 少々

材料 （４人分）
鶏がらスープのもと
　･････････････ 小さじ1/2
こしょう･････････････ 少々
塩･････････････ 小さじ1/4
ごま油･･･････････ 小さじ１

問旭市保健推進員協議会(☎63-8766・健康管理課
予防班内)

「市民が安全で安心して暮らせる。犯罪の起こりに
くい環境づくりの一助になれば」――。

　林さんと防犯活動との関わりは12年前にさかのぼる。
地元の瀬道区長に就いた平成15年。当時子どもたちを
狙った凶悪事件が全国的に多発し、市内でも「不審者に
よる追い掛け」などの事案が多く発生していた。そんな
中、市からの防犯パトロールの協力要請を受け、翌年、
旭地域の区長会が中心となって発足した旭市エンジョイ
パトロール隊。「お世話になった地域への恩返しに」と林
さんは発足当初から隊の運営を務める。
　隊の主な活動は、その名のとおり、散歩やジョギング
を楽しみながら行う防犯パトロール。「旭防犯パトロー
ル」と書かれた帽子をかぶり、子どもたちの下校時間帯
に合わせて、通学路での見守りや声掛けを行う。「帽子を

守ろう子どもや地域の安全
みんなの協力で

林 誠さん（西足洗）

旭市エンジョイパトロール隊事務局長

１人分の栄養価　エネルギー27kcal、塩分1.1ｇ

【旭市エンジョイパトロール隊】
　「自分たちのまちは、自分たち
で守ろう」を合言葉に、旭地域の
区長会が中心となって平成16年
に発足。現在の隊員は817人。防
犯パトロールのほか防犯啓発活動
や防犯講演会などを行い、市民へ
の防犯意識の高揚を図っている。

キラリあさひ人キラリあさひ人
まちの主人公は「ひと」。

さまざまな分野からキラリ輝く人を

ピックアップし、紹介します。
vol.45

かぶって歩くだけでも犯罪抑止になる」とその効果もあ
ってか、市内の犯罪件数は6年連続して減少していると
いう。その林さんの信条は「何事にも創意工夫」「熱意を
持って取り組むこと」。地元老人クラブの活動で、会員
の健康増進を兼ねて防犯パトロールを取り入れたとい
い、普段から新しいことに取り組む姿勢を忘れない。
　「地域が連帯感を持ち、犯罪の機会を与えないことが
大事。子どもたちや地域の安全のために、多くの皆さん
の参加をお願いしたい」と話す。「安全で安心して住める
まち・旭」を目指し、林さんの活動はこれからも続く―。
行政へ一言！
　防犯活動の核となる「防犯ボランティアリーダー」を養
成し、これからの防犯事業の継続発展につなげていただ
ければと思います。


